
 

 

とは？ 

災害や避難勧告などのいざというときに備え、地図上に高齢者や障がい者などの避難行動要

支援者（支援が必要な人）や、その方々の避難をお手伝いする支援者（支援をする人）など

の情報を記載し、安否確認や速やかな避難支援を円滑に行うための地図や名簿のことです。 

 

＜ささえあいマップの一例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とは？  

災害時に避難所まで自力で避難することができない方（支援が必要な人）のことです。 

  

 

 

 

 

 

    

 

 

 

ささえあいマップは、自治会によって様々な手法（ワークショップや戸別訪問など）を経て

作っていきます。作る場合は、あくまで地域の方々（自治会役員・班（組）長、民生委員、

防災リーダーなど）が主体となって作業することになります。 

長崎市は、自治会役員会等での説明や必要な資料や物品、作業で使う地図の準備をお手伝い

させていただきます。 

 

＜ささえあいマップづくりの流れ（一例）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜長崎市における対象者＞ 

① 介護認定が要介護１・２・３・４・５ 

② 身体障害者手帳１級または２級、療育手帳 A１

または A２、精神障害者保健福祉手帳１級 

③ 特定医療費（指定難病）受給者 

④ 乳幼児・妊産婦 

⑤ その他、市長が認める者 

市で把握している避難行動要支援者

（うち同意が得られたかた）の名簿

は、自治会ごとに提供することでき

ますので、担当課へ御連絡下さい。 

担当課：北総合事務所地域福祉課 

電 話：095-８１４－３４００ 

地域の動き 長崎市の動き 

 

 

事 前 説 明 

地域の主要メンバーと長崎市で打ち合わせ 

所用時間 ：90分～120分程度 
参加対象者：自治会役員、班（組）長、民生委員、 

市民防災リーダー などの地域住民のみなさん 

出来上がった図面を持ち帰り、

情報を整理 図面を確認 

 

地図に掲載する予定の 

「避難行動要支援者」、「支援者」

に同意を得る 

○川さん 

■山さん 

■村さん 

△山さん 

〇村さん 

×村さん 

①〇山さん 

男性、40 代、家族

と同居、体が不自由 

②□山さん 

男性、90 代、要

介護２、デイサ

ービス利用   ③☆田さん 

女性、30 代、妊

婦、旦那さんが

昼間いない  

④△森さん 

女性、10 代、家

族と同居、難病

を患っている 

○林さん 

■川さん 

みんなで情報

を出し合いな

がら進めます 

受領・管理 

避難行動要支援者

（支援が必要な人

●）を地図上に表

示し、 

その方の支援者

（支援をする人

又は●）を決め矢

印（→）で結んでい

ます。 

 

記載内容を整理し、マップを

作成 

マップの情報の「更新」・「活用方法」 

についてご相談を受け付けます！ 



と は違うの？ 

「地域防災マップ」は、自分たちの暮らす地域の災害危険個所はどこか、避難場所はどこか、

安全な避難ルートはどこか、といった情報を地図に示すことで、住民の防災意識を高めること

を目的としています。 

「ささえあいマップ」は、いざという時に、避難所まで自力で避難ができない方々がどこにい

るか、という情報を出し合い、またそのような方々をどのように支援するかを事前に決めてお

くことで、地域でのささえあい体制の仕組みをつくることを目的としています。 

①：地域防災マップづくり 

②：ささえあいマップづくり  

③：①、②で作成した地域防災マップ・ささえあいマップを活用した避難訓練の実施  

という一連の流れでの実施を各自治会に提案させていただいています。 

 

大規模な災害発生時は、地域の皆さんが被災者となることもあります。まずは、自分自身や御

家族を守ることが第一ですので、避難行動要支援者を助けられない状況もありえると思いま

す。ささえあいマップは、こういった状況でも、安否確認や消防・警察への情報提供などに活

用することができます。 

 

 

ささえあいマップづくりでは、日頃の近所づきあいをベースに要

支援者とその支援者の確認を行いますが、講座の中で挙げられた

避難行動要支援者（支援が必要な人）や支援者（支援をする人）

をマップに掲載するには、それぞれ本人の同意が必要です。 

そのため、ささえあいマップの目的を十分に説明し、理解してい

ただく必要があります。また、自治会の中で個人情報取扱いのル

ール決め、適切に管理することが大切です。 

 

 

～ 地域によって、マップの形はさまざまです ～ 

自治会の規模等や状況に応じて、さまざまな形があります。長崎市ではその地域に応じたささえ

あいマップづくりを提案させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 災害で命を落とす方を少しでも少なくするために ～ 

「ささえあいマップ」は、地域のささえあい、助け合いの仕組みづくりです。 

災害で命を落とす方を少しでも少なくするために、地域みんなで作っていきましょう。 

詳しい話を聞いてみたい、実際に作られたマップを見てみたいなどあれば、御気軽にご相談くだ

さい。 

北総合事務所地域福祉課   

☎  ０９５－８１４－３４００ 

FAX ０９５－８８４－２０５５ 
 

【例①】「支援が必要な人」と「支援をする人」を 

矢印で結ぶ 

 

【例②】班、組などグループ単位で「支援を

する人」を定める 

【例③】「支援が必要な人」のみを表示する 【例④】地図上ではなく、名簿のみで管理する 

御気軽にご相談ください！ 


